
別紙

HBV HCV HIV HBV HCV HIV HBV HCV HIV HBV HCV HIV

１）遡及調査の対象件数

 ②　上記①のうち、個別ＮＡＴ検査を実施した本数（検体数）

１）本数（検体数）

２）実施率

 ③　上記②のうち陽性が判明した本数

本数 311 3 1 60 1 0 25 0 0 28 0 0

１）血液製剤数（総数）

個別本数 2,062 288 58 2,444 345 78 2,392 784 65

２）情報提供数

個別件数 2,062 288 58 2,223 313 71 774 172 24

１）使用された本数 326 3 1 51 2 0 26 0 0 29 0 0

２）医療機関調査中 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

３）院内で廃棄 16 0 0 2 0 0 2 0 0 2 0 0

４）不明 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 349 4 1 53 2 0 28 0 0 31 0 0

１）陽転事例 17 1 1 4 1 0 4 0 0 0 0 0

２）非陽転事例 69 0 0 11 0 0 9 0 0 8 0 0

３）死亡 118 2 0 31 1 0 10 0 0 10 0 0

４）退院・未検査 15 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

５）陽性だが輸血前不明 7 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

計 226 3 1 47 2 0 23 0 0 18 0 0

報告件数 16＊ 1 1 5 1 0 4 0 0 0 0 0

ウイルス別合計

＊受血者情報の陽転事例のうち医薬品感染症報告が行われていない平成12年3月の事例は、献血血液が遡及調査の
対象（個別ＨＢＶ-ＮＡＴ陽性）となり、受血者の陽転化情報が得られたが、患者は原疾患により死亡した事例である。

HBV：２５　　　　　ＨＣＶ：２　　　　　　ＨＩＶ：１

3,241

970

 ⑦　上記⑥のうち、医薬品副作用感染症報告を行った件数

＊個別ＮＡＴ陰性（ＮＡＴウインドウピリオド）の遡及調査対象血液の輸血により、受血者が陽転した例を含む

2,607

＊平成11年4月1日～平成17年3月31日までの情報提供数には、医療機関の廃院等による追跡不能数930件を含む

 ⑤　上記③のうち医療機関へ供給された製剤に関する報告件数

 ⑥　上記⑤のうち、受血者情報が判明した件数　　

平成２０年８月３１日現在

供血者から始まる遡及調査実施状況

平成２０年４月１日～
平成２０年８月３１日

3,3742,6942,193

 ①　調査の対象とした献血件数

2,816

83.5%

対象期間

2,193

平成１１年４月１日～
平成１８年３月３１日

23,104

23,104

100%

平成１８年４月１日～
平成１９年３月３１日

平成１９年４月１日～
平成２０年３月３１日

100%

2,694

100%

 ④　上記①のうち医療機関に情報提供を行った件数

33,114 2,408 2,867

33,114 2,408
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